
アフガニスタンからの邦人等退避に係る経緯（９月１日まで） 

 

２０２１年９月２日 

外務省・防衛省 

 

※時間は日本時間 

 

７月 

（８日）  バイデン米大統領発表：８月３１日までにアフガンから米軍完全 

撤退。 

 

（下旬～） タリバーンが攻勢を強め、支配地域を拡大。 

 

８月 

（初旬～） 邦人に対する個別の連絡を継続的に行い、改めて早期退避を呼

びかけ（なお、退避勧告は、２００７年に発出されている。）。 

      大使館の支援により邦人が出国。 

 

（初旬）  邦人・大使館現地職員等の退避及び大使館撤収の可能性につき 

検討を本格化。 

 

（１２日） 米国情報機関が、タリバーンが９０日以内に首都カブールを制

圧する可能性があると分析したとの報道。 

 

（１３日） 在アフガン英国大から我が方在アフガン大に対し、１５日まで

にグリーンゾーン内大使館を閉鎖し、カブール空港内に移転す

るとの内報。 

 

（～１４日）現地に滞在する邦人の自主的な退避の動きが進行。邦人に早期

退避を呼びかけつつ、退避の意向等状況を確認。その上で、１

８日までに民間チャーター機を利用した邦人・現地職員等の退

避／大使館撤収との計画をほぼ整える。 

 

（１４日） （夜）外務省から防衛省に対し、自衛隊機の利用可能性につき 

内々打診。 

 

 



（１５日） （未明）警備会社から、在アフガン英国大がグリーンゾーン内

大使館の閉鎖を早め、まもなく空港へ全面移転する旨の連絡。

英大の移転によりグリーンゾーンのゲートの一部は警備がなく

なることから、警備会社から直ちにグリーンゾーンから退避す

るよう勧告を受け、大使館員は、大使館敷地から市内の警備会

社建物に移動。 

 

邦人と連絡を継続。 

 

米国すら予想しなかったスピードでカブール陥落。 

 

米国は米大使館を空港内に移転することを発表。 

 

同日の最終便をもって、カブール国際空港の民間機運行停止。 

 

空港内に市民が流入し、空港内は大混乱に。 

 

大使館員は、移動先の警備会社の建物からも邦人と連絡を取り

続け、民間機等での邦人の退避を実現し、邦人退避についてで

きることは全て行う。 

 

（夕方）カブールが陥落し、空港が大混乱に陥っていることか

ら、外務省から防衛省に対し、自衛隊機の利用可能性について

の検討は、一時ホールドとしてほしい旨連絡。 

 

大使館員は、市内の治安悪化、武装民兵の出現等により、警備

会社建物から動けず。 

 

※警備会社から、事態が予想を超えるペースで急激に悪化して

おり、自分たちも退避するので直ちに退避するよう要請を受

け、米軍から、米軍機に搭乗する場合、１５日１８：００（日

本時間２２：３０）までに空港に集合するよう、それ以降は退

避や安全は保証できない旨の通知あり。 

 

（１６日） 大使館員、警備会社が用意した車両に米軍ヘリのエアカバーに 

よる防護を得て、カブール国際空港に到着。 

 

 



大使館員、米国との協定に基づき米軍航空機離発着地移動を試 

みるも、空港内の大混乱によりたどり着けず。空港内で２泊す 

ることに。 

 

（１７日） 友好国の申し出により、同国軍用機に乗って大使館員はドバイ 

に退避。 

 

（～１９日）民間チャーター機による退避が不可能となったため、政府とし

ては、カブール空港を常時使用している各国の軍用機の活用を

含め、退避を実現するための様々な手立てを検討。 

 

（２０日） （夕方～夜）外務省と防衛省で議論をし、自衛隊機による輸送

について、両省で緊密に連携して検討を加速することとなっ

た。 

 

（２２日） （夜）防衛大臣は、外務省から輸送の依頼があった場合に速や

かに実施できるよう直ちに所要の準備を開始するよう指示。 

 

（夜）官邸への報告を経て、情報収集チーム第１陣（在アフガ 

ニスタン大使館員含む）出発。 

 

（２３日） （午前）情報収集チーム第１陣（在アフガニスタン大使館員含 

む）がドーハ着。米国との調整を開始。 

 

（午前）ＮＳＣ四大臣会合開催、派遣の方針確認。 

 

（午後）外務大臣臨時代理から防衛大臣に対する自衛隊機によ 

る邦人等の輸送の依頼を受け、防衛大臣から輸送の実施に関す

る命令を発出。 

 

（夜）情報収集チーム第２陣（外務省本省職員含む）が出発。 

 

（２４日） （未明）Ｃ－２輸送機が出発。 

 

      （午前）情報収集チーム第２陣（外務省本省職員含む）がドー 

ハ着。 

 

 



      （夜）Ｃ－１３０輸送機（２機）が出発。 

 

（夜）Ｃ－２輸送機近隣国拠点到着。 

 

（夜）防衛大臣の命令の一部変更（政府専用機を追加） 

 

（夜）情報収集チーム第１陣（在アフガニスタン大使館員含 

む）がカブール到着。 

  

（２５日） （夜）Ｃ－１３０輸送機（２機）近隣国拠点到着。 

 

近隣国側での輸送の準備整う。 

 

      （夜～２６日未明）Ｃ－２輸送機がカブールと近隣国拠点との 

間を１往復 

 

（２６日） （明け方）情報収集チーム第２陣（外務省本省職員含む）がカ

ブール着。 

 

（午後・夜）Ｃ－１３０輸送機がカブールと近隣国拠点との間 

を２往復（うち１往復で、米国からの要請を受け、出国を希望 

するアフガン人１４名を輸送）。 

 

（夕方）Ｂ－７７７特別輸送機（政府専用機）が出発。 

 

現地米軍とタリバーンの間で、邦人・現地職員等の各種チェッ 

クポイント通過に関する合意がまとまる見通し立つ。 

 

情報収集チーム要員を含む外務省の指示により、退避希望の邦 

人や現地職員等集合、大使館が用意した車両２７台への乗せ込 

みが完了し、現地時間１８時（日本時間２２時３０分）頃まで 

に、カブール国際空港に向けて出発する準備が整う。 

 

準備が整った直後、カブール国際空港付近において大規模な爆 

弾テロが発生との情報。オペレーションは一時中断を余儀なく 

される。 

 



（２７日） （明け方）Ｂ－７７７特別輸送機（政府専用機）近隣国拠点到

着。 

米軍から、空港ゲートは開けるが、タリバーン・チェックポイン

トは通過できないかもしれない、との通告あり。 

 

日本からの要請を受けて、カタールより、非アフガン人 

のみであればチェックポイントを通過させる旨タリバーンが同 

意したとの連絡あり。 

 

同国の支援により、希望する邦人１名が空港まで移動。 

 

（夜）Ｃ－１３０輸送機がカブールと近隣国拠点との間を２往 

復（うち１往復で出国を希望する邦人１名を輸送、他の１往復 

で、空港内で活動していた防衛省、外務省等の要員 

を一時近隣国拠点へ移動）。 

 

（２８日） （明け方）Ｂ－７７７特別輸送機（政府専用機）が近隣国拠点 

を出発。 

 

（夕方）Ｂ－７７７特別輸送機（政府専用機）が本邦帰国。 

 

（３１日） 米軍がアフガニスタンからの撤退完了を発表 

 

（夕方）外務大臣から防衛大臣に対する自衛隊機による邦人等

の輸送の終結の依頼を受け、防衛大臣から輸送の終結に関する

命令を発出。 

 

９月 

（１日）  在アフガニスタン日本国大使館の臨時事務所がカタール・ドー 

ハに移転。 

（了） 


